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残り 3分野は，新統合プロジェクトで一括して推進した。
プロジェクトの初期段階で経営情報視点から 3分野全体の
骨格設計を行って開発に着手し，1年後に経営判断に直結
する「経営管理」分野を，2年後に「購買」分野を，3年
後に最大規模である「販生流」分野を立ち上げた。

Fig. 2に開発スケジュールを示す。

2.3 システム規模

完成した新統合システムは，本社の新規構築領域だけで
もプログラム規模で約 2千万ステップとなっている。また，
JFEスチールの注文情報の特徴は，顧客要求仕様が細かく
項目数が膨大な点にあるが，定義した項目数は約 9万件，
データ量は 10 TBにのぼる。この大規模性とデータの複雑
性をいかに乗り越えるかが，本プロジェクトのポイントと
なった。

3. 新統合システムの特長

3.1 販生流分野

本分野は，「販売」
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購買分野は，旧 2社の業務運営方式の良い点を取り出し
て，新業務運営方式としている。この分野では，全面Web

でシステムを構築した利点を生かし，取引先とWeb接続し
て全体業務効率の向上と業務スピードの向上を実現した。
従来 2～ 3日かかっていた発注業務はほぼ当日中に完了し
ている。

3.3 新システム基盤

「変化に柔軟かつ迅速に対応できるシステム」を短工期
で実現するためにシステム基盤が果たす役割は大きい。そ
こで，従来のシステム基盤を評価し，最新 IT動向を冷静に
見極めて，以下の構築方針を策定した。
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